










氏名・(本籍) 米よね 田だ 稔
学位の種類 医 Aザ孟tーb 博 士
学位記番号 第 742 5 号
学位授与の日付 昭和 61 年 8 月 5 日













そこで本研究では， in vitro での直接的な細胞免疫学的検討方法であるリンパ球幼若化反応及びplaque








glass abherent法にてぬherent cell を除き non-abherent (N A C )としたO
培養 1 X 105 /0.2mlに調整した PBM ， NACそれぞれに0.5mg/mlの BC粒子(直径10ト150μm)
-232-
懸濁液を添加し培養を行った。尚，対照としてBC粒子非添加についても行った。非特異的幼若化反応
の実験においては， stimulant として最終濃度 5μg/mlの pokeweed mitogen (P WM) を使用した。
リンパ球幼若化反応 72時間培養の最後の 6 時間での 3H -thymidineの取込み (d pm) を測定し，
background との差を求めた。刺激指数 (S 1 )はBC粒子添加時の 3H -thymidineの取込みを非添加
時の取込みで除して求めた。
免疫グロプリン産生細胞数の測定 6 日間培養後， reverse hemolytic plaque assay法により plaque
forming cell数を測定した。
[結果]
Mitogenicity PWM非存在下で健常人PBMを用いての幼若化反応において， S 1 は1. 132 士 0.210















通) plaque forming cell数の測定 リンパ球幼若化反応で有意差を認めなかった症例において，
reverse hemolytic plaque assayを行うと，より鋭敏に検索でき更に有意の免疫原性を示すことが可
能であった。
iv) 症例別検討 個々の S 1 の中には反応の促進を示すものもあり症例を個別に検討してみたO 非特異
的幼若化反応において， S 1 が30%以上の変化を示すものを有意の冗進とすると，個々の症例は 3 つ
のグループに分類された。すなわち， PBM , NAC共に不変で有意差なしのもの(グループ 1) ， P 
CM , NACどちらか一方で反応促進が有意にみられMφ関与の反応と考えられるもの(グループ II)
, PBM , NAC共に有意な促進を示すがMφのみの関与の反応とはいえないもの(グループm) で
ある。その結果，健常者群に比してBC使用者群においてグループEが多い傾向 (6/20名〉にあり，















を細胞免疫学的方法(特異的・非特異的幼若化反応， immunoglobulin secreting cel assay) により
究明した。即ち，統計学的には骨セメント粒子の免疫原性を認めなかったが，症例の中には骨セメント
粒子によるマクロファージ関与の免疫反応を示すものがあり，その多くが“ゆるみ"症例であった。
本研究は原因不明の人工関節の“ゆるみ"に骨セメントに対する過敏症が関与していることを示した
重要な研究であり，博士論文として価値あるものと認める。
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